
７月１０日に長島小学校の児童の皆さんと、北上川の水生生物を調査しました。
水生生物調査は、川に棲んでいる水の「きれいさ」の目安となる生きもの（「指標生物」）について調べるこ

とで川のきれいさを判定（「きれいな水」「ややきれいな水」「きたない水」「とてもきたない水」の４分類）する
ものです。
たとえば、カゲロウやサワガニが棲んでいるのは「きれいな水」ですし、アメリカザリガニやヒルが棲んでい

るのは、「きたない水」となります。

「あいぽーと」では「１０年前のあの時を忘れない」をテーマに、平成１４年に発生した洪水について、パネル
展示を行っています。
大洪水の惨禍と共に、いつ起こるか分からない災害に対する「備え」が必要であることをお伝えすることが

目的です。防災教育の第一歩は、まず、「災害を知る」ことからです！ ぜひお立ち寄り下さい。

今回、調査をした平泉水辺プラザは「きれいな
水」「ややきれいな水」に棲む生きものが多く棲ん
でいました。

↑ 高舘橋をバックに元気な長島小学校４年生のみなさん

← 改装された展示室
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